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す
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‥
‥
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号
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（
抄
）

九
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（
抄
）

一

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

（
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
）

略

第
三
十
一
条
の
二

２

前
項
に
規
定
す
る
優
良
住
宅
地
等
の
た
め
の
譲
渡
と
は
、
次
に
掲
げ
る
土
地
等
の
譲
渡
に
該
当
す
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証

明
が
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。

十
二

一
団
の
宅
地
の
造
成
（
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
個
人
（
都
市
計
画
法
第
四
十
四
条
又
は
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
開

発
許
可
に
基
づ
く
地
位
の
承
継
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
開
発
許
可
に
基
づ
く
地
位
の
承
継
」
と
い
う
。
）
が
あ
つ
た
場
合
に
は
当
該
開
発
許
可
に
基

づ
く
地
位
の
承
継
に
係
る
被
承
継
人
で
あ
る
個
人
又
は
当
該
開
発
許
可
に
基
づ
く
地
位
の
承
継
を
し
た
個
人
と
し
、
当
該
造
成
を
行
う
個
人
の
死
亡
に
よ

り
当
該
造
成
に
関
す
る
事
業
を
承
継
し
た
当
該
個
人
の
相
続
人
若
し
く
は
包
括
受
遺
者
が
当
該
造
成
を
行
う
場
合
に
は
当
該
死
亡
し
た
個
人
又
は
当
該
相

続
人
若
し
く
は
包
括
受
遺
者
と
す
る
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
法
人
（
開
発
許
可
に
基
づ
く
地
位
の
承
継
が
あ
つ
た
場
合
に
は
当
該
開
発
許
可

に
基
づ
く
地
位
の
承
継
に
係
る
被
承
継
人
で
あ
る
法
人
又
は
当
該
開
発
許
可
に
基
づ
く
地
位
の
承
継
を
し
た
法
人
と
し
、
当
該
造
成
を
行
う
法
人
の
合
併

に
よ
る
消
滅
に
よ
り
当
該
造
成
に
関
す
る
事
業
を
引
き
継
い
だ
当
該
合
併
に
係
る
法
人
税
法
第
二
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
合
併
法
人
が
当
該
造
成
を
行

う
場
合
に
は
当
該
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
法
人
又
は
当
該
合
併
法
人
と
し
、
当
該
造
成
を
行
う
法
人
の
分
割
に
よ
り
当
該
造
成
に
関
す
る
事
業
を
引
き
継

い
だ
当
該
分
割
に
係
る
同
条
第
十
二
号
の
三
に
規
定
す
る
分
割
承
継
法
人
が
当
該
造
成
を
行
う
場
合
に
は
当
該
分
割
を
し
た
法
人
又
は
当
該
分
割
承
継
法

人
と
す
る
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
す
る
土
地
等
の
譲
渡
で
、
当
該
譲
渡
に
係
る
土
地
等
が
当
該
一
団
の
宅
地
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
（
第
一

号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
譲
渡
又
は
政
令
で
定
め
る
土
地
等
の
譲
渡
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

イ

当
該
一
団
の
宅
地
の
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
都
市
計
画
法
第
七
条
第
一
項
の
市
街
化
調
整
区
域
と
定
め
ら
れ
た
区
域
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る

区
域
内
の
当
該
一
団
の
宅
地
の
面
積
に
あ
つ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
面
積
）
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
一
団
の
宅
地
の
造
成
が
、
都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
（
同
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ

る
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
開
発
行
為
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
開
発
許
可
」
と
い
う
。
）
又
は
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
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二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
認
可
を
受
け
て
行
わ
れ

、
か
つ
、
当
該
開
発
許
可
又
は
認
可
の
内
容
に
適
合
し
て
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

当
該
一
団
の
宅
地
の
造
成
が
開
発
許
可
を
受
け
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
の
造
成
と
併
せ
て
公
共
施
設
の
整
備
が
適
切
に
行

わ
れ
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
三

開
発
許
可
を
受
け
て
住
宅
建
設
の
用
に
供
さ
れ
る
一
団
の
宅
地
（
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
の
造
成
を
行
う
個
人
（
都
市
計
画

法
第
四
十
四
条
又
は
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
開
発
許
可
に
基
づ
く
地
位
の
承
継
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
承
継
に
係
る
被
承
継
人
で
あ
る
個
人
又
は

当
該
地
位
を
承
継
し
た
個
人
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
法
人
（
同
法
第
四
十
四
条
又
は
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
開
発
許
可
に
基
づ
く
地
位
の

承
継
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
承
継
に
係
る
被
承
継
人
で
あ
る
法
人
又
は
当
該
地
位
を
承
継
し
た
法
人
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
す
る
土
地

等
の
譲
渡
で
、
当
該
譲
渡
に
係
る
土
地
等
が
当
該
一
団
の
宅
地
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
（
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
前
号
に
掲
げ
る
譲
渡
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。
）

イ

当
該
一
団
の
宅
地
の
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
開
発
許
可
を
要
す
る
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
区
域
内
の
当
該
一
団
の
宅
地
の
面
積

に
あ
つ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
面
積
）
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
一
団
の
宅
地
の
造
成
が
当
該
開
発
許
可
の
内
容
に
適
合
し
て
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
四

そ
の
宅
地
の
造
成
に
つ
き
開
発
許
可
を
要
し
な
い
場
合
に
お
い
て
住
宅
建
設
の
用
に
供
さ
れ
る
一
団
の
宅
地
（
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
に

限
る
。
）
の
造
成
を
行
う
個
人
（
当
該
造
成
を
行
う
個
人
の
死
亡
に
よ
り
当
該
造
成
に
関
す
る
事
業
を
承
継
し
た
当
該
個
人
の
相
続
人
又
は
包
括
受
遺
者

が
当
該
造
成
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
死
亡
し
た
個
人
又
は
当
該
相
続
人
若
し
く
は
包
括
受
遺
者
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
法
人
（
当
該
造
成

を
行
う
法
人
の
合
併
に
よ
る
消
滅
に
よ
り
当
該
造
成
に
関
す
る
事
業
を
引
き
継
い
だ
当
該
合
併
に
係
る
法
人
税
法
第
二
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
合
併
法

人
が
当
該
造
成
を
行
う
場
合
に
は
当
該
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
法
人
又
は
当
該
合
併
法
人
と
し
、
当
該
造
成
を
行
う
法
人
の
分
割
に
よ
り
当
該
造
成
に
関

す
る
事
業
を
引
き
継
い
だ
当
該
分
割
に
係
る
同
条
第
十
二
号
の
三
に
規
定
す
る
分
割
承
継
法
人
が
当
該
造
成
を
行
う
場
合
に
は
当
該
分
割
を
し
た
法
人
又

は
当
該
分
割
承
継
法
人
と
す
る
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
す
る
土
地
等
の
譲
渡
で
、
当
該
譲
渡
に
係
る
土
地
等
が
当
該
一
団
の
宅
地
の
用
に
供

さ
れ
る
も
の
（
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
若
し
く
は
第
十
二
号
に
掲
げ
る
譲
渡
又
は
政
令
で
定
め
る
土
地
等
の
譲
渡
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

イ

当
該
一
団
の
宅
地
の
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
政
令
で
定
め
る
区
域
内
の
当
該
一
団
の
宅
地
の
面
積
に
あ
つ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
面
積
）
以
上

の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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ロ

都
市
計
画
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
造
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

当
該
一
団
の
宅
地
の
造
成
が
、
住
宅
建
設
の
用
に
供
さ
れ
る
優
良
な
宅
地
の
供
給
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
て
行
わ
れ
、
か
つ
、
当
該
認
定
の
内
容
に
適
合
し
て
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
五

一
団
の
住
宅
又
は
中
高
層
の
耐
火
共
同
住
宅
（
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
の
建
設
を
行
う
個
人
（
当
該
建
設
を
行
う

個
人
の
死
亡
に
よ
り
当
該
建
設
に
関
す
る
事
業
を
承
継
し
た
当
該
個
人
の
相
続
人
又
は
包
括
受
遺
者
が
当
該
建
設
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
死
亡
し
た
個

人
又
は
当
該
相
続
人
若
し
く
は
包
括
受
遺
者
。
次
号
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
法
人
（
当
該
建
設
を
行
う
法
人
の
合
併
に
よ
る
消
滅
に
よ
り

当
該
建
設
に
関
す
る
事
業
を
引
き
継
い
だ
当
該
合
併
に
係
る
法
人
税
法
第
二
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
合
併
法
人
が
当
該
建
設
を
行
う
場
合
に
は
当
該
合

併
に
よ
り
消
滅
し
た
法
人
又
は
当
該
合
併
法
人
と
し
、
当
該
建
設
を
行
う
法
人
の
分
割
に
よ
り
当
該
建
設
に
関
す
る
事
業
を
引
き
継
い
だ
当
該
分
割
に
係

る
同
条
第
十
二
号
の
三
に
規
定
す
る
分
割
承
継
法
人
が
当
該
建
設
を
行
う
場
合
に
は
当
該
分
割
を
し
た
法
人
又
は
当
該
分
割
承
継
法
人
と
す
る
。
次
号
及

び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
す
る
土
地
等
の
譲
渡
で
、
当
該
譲
渡
に
係
る
土
地
等
が
当
該
一
団
の
住
宅
又
は
中
高
層
の
耐
火
共
同
住
宅
の
用
に
供

さ
れ
る
も
の
（
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
又
は
前
三
号
に
掲
げ
る
譲
渡
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

イ

一
団
の
住
宅
に
あ
つ
て
は
そ
の
建
設
さ
れ
る
住
宅
の
戸
数
が
二
十
五
戸
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

中
高
層
の
耐
火
共
同
住
宅
に
あ
つ
て
は
住
居
の
用
途
に
供
す
る
独
立
部
分
（
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
九

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
物
の
部
分
に
相
当
す
る
も
の
を
い
う
。
）
が
十
五
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
又
は
当
該
中
高
層
の
耐
火
共
同
住
宅

の
床
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

前
号
ロ
に
規
定
す
る
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
建
設
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ

当
該
一
団
の
住
宅
又
は
中
高
層
の
耐
火
共
同
住
宅
の
建
設
が
優
良
な
住
宅
の
供
給
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
都
道
府
県
知
事
（
当
該
中
高
層
の
耐
火
共
同
住
宅
で
そ
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
の
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
市
町

村
長
）
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
六

住
宅
又
は
中
高
層
の
耐
火
共
同
住
宅
（
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
の
建
設
を
行
う
個
人
又
は
法
人
に
対
す
る
土
地
等

（
土
地
区
画
整
理
法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
施
行
地
区
内
の
土
地
等
で
同
法
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
仮
換
地
の
指
定
（
仮
に
使
用
又
は
収
益
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
の
目
的
と
な
る
べ
き
土
地
又
は
そ
の
部
分
の
指
定
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
が
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
の
譲
渡
の
う
ち
、
そ
の
譲
渡
が
当
該
指
定
の
効
力
発
生
の
日
（
同
法
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
使
用
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又
は
収
益
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
日
）
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
当
該
譲
渡
を
し
た
土
地
等
に
つ
き
仮
換
地
の
指
定
が
さ
れ
た
土
地
等
が
当
該
住
宅
又
は
中
高
層
の
耐
火
共
同
住
宅
の
用
に
供

さ
れ
る
も
の
（
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
又
は
第
十
二
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
譲
渡
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

イ

住
宅
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
建
設
さ
れ
る
住
宅
の
床
面
積
及
び
そ
の
住
宅
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
等
の
面
積
が
政
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
で

あ
る
こ
と
。

ロ

中
高
層
の
耐
火
共
同
住
宅
に
あ
つ
て
は
、
前
号
ロ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

住
宅
又
は
中
高
層
の
耐
火
共
同
住
宅
が
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
そ
の
他
住
宅
の
建
築
に
関
す
る
法
令
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

３
～
９

略
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（
抄
）

二

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）

（
特
定
新
規
中
小
会
社
が
発
行
し
た
株
式
を
取
得
し
た
場
合
の
課
税
の
特
例
）

略

第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
三

２
～
５

略

６

法
第
四
十
一
条
の
十
九
第
一
項
の
居
住
者
又
は
国
内
に
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
が
、
そ
の
年
中
に
取
得
を
し
た
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式
（
同

項
に
規
定
す
る
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
取
得
に
要
し
た
金
額
と
し
て
第
三
項
に
規
定
す
る
金
額
（
第
二
号

に
お
い
て
「
適
用
対
象
額
」
と
い
う
。
）
に
つ
き
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
を
受
け
た
年
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「

適
用
年
」
と
い
う
。
）
の
翌
年
以
後
の
各
年
分
に
お
け
る
所
得
税
法
第
四
十
八
条
の
規
定
並
び
に
所
得
税
法
施
行
令
第
二
編
第
一
章
第
四
節
第
三
款
及
び
第

百
六
十
七
条
の
七
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
当
該
各
年
分
の
必
要
経
費
又
は
取
得
費
に
算
入
す
べ
き

金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
そ
の
法
第
四
十
一
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
適
用
控

除
対
象
特
定
新
規
株
式
」
と
い
う
。
）
に
係
る
同
一
銘
柄
株
式
一
株
当
た
り
の
同
令
第
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
取
得
価
額
は
、
第
一
号
に

掲
げ
る
金
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該
同
一
銘
柄
株
式
一
株
当
た
り
の
同
令
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し

た
必
要
経
費
に
算
入
す
る
金
額
及
び
取
得
費
に
算
入
す
る
金
額
は
、
当
該
控
除
に
準
じ
て
計
算
し
た
金
額
と
す
る
。

一

当
該
適
用
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式
に
係
る
同
一
銘
柄
株
式
一
株
当
た
り
の
当
該
適
用
年
の
十
二
月
三
十
一
日
に
お
け
る
所
得
税
法
施
行
令
第
百
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
取
得
価
額

二

当
該
適
用
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式
に
係
る
適
用
年
の
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
金
額
を
当
該
適
用
年
の
十
二
月
三
十

一
日
に
お
い
て
有
す
る
当
該
適
用
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式
に
係
る
同
一
銘
柄
株
式
の
数
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額

イ

当
該
適
用
年
に
お
い
て
当
該
適
用
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式
以
外
の
適
用
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式
（
ロ
に
お
い
て
「
他
の
適
用
控
除
対
象
特
定
新

規
株
式
」
と
い
う
。
）
が
な
い
場
合

当
該
適
用
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式
の
適
用
対
象
額
（
当
該
適
用
対
象
額
が
千
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
千
万

円
と
し
、
当
該
適
用
対
象
額
に
当
該
適
用
年
に
お
い
て
支
出
し
た
特
定
寄
附
金
等
の
金
額
（
所
得
税
法
第
七
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
寄
附
金
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の
額
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
又
は
法
第
四
十
一
条
の
十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
四
十
一
条
の
十
八
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
寄
附
金
と

み
な
さ
れ
た
も
の
の
額
の
合
計
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
加
算
し
た
金
額
が
、
当
該
居
住
者
又
は
国
内
に
恒
久
的
施
設
を
有
す

る
非
居
住
者
の
当
該
適
用
年
の
年
分
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
の
百
分
の
四
十
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
基
準
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
基
準
額
か
ら
当
該
特
定
寄
附
金
等
の
金
額
を
控
除
し
た
残
額
と
す
る
。
）
か
ら
二

千
円
を
控
除
し
た
残
額

ロ

当
該
適
用
年
に
お
い
て
他
の
適
用
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式
が
あ
る
場
合

当
該
適
用
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式
の
適
用
対
象
額
と
当
該
他
の
適
用

控
除
対
象
特
定
新
規
株
式
の
適
用
対
象
額
と
の
合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
千
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
千
万
円
と
し
、
当
該
合
計
額
に
当
該
適
用
年
に

お
い
て
支
出
し
た
特
定
寄
附
金
等
の
金
額
を
加
算
し
た
金
額
が
、
当
該
居
住
者
又
は
国
内
に
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
の
当
該
適
用
年
の
年
分

の
基
準
額
を
超
え
る
場
合
に
は
当
該
基
準
額
か
ら
当
該
特
定
寄
附
金
等
の
金
額
を
控
除
し
た
残
額
と
す
る
。
）
に
当
該
適
用
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式

の
適
用
対
象
額
と
当
該
他
の
適
用
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式
の
適
用
対
象
額
と
の
合
計
額
の
う
ち
に
占
め
る
当
該
適
用
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式
の
適

用
対
象
額
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
ロ
に
お
い
て
「
特
例
対
象
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
二
千
円
（
当
該
他
の
適
用
控
除
対
象
特
定
新
規
株
式

に
係
る
特
例
対
象
額
か
ら
こ
の
号
の
規
定
に
よ
り
控
除
し
た
金
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
二
千
円
か
ら
当
該
金
額
を
控
除
し
た
残
額
）
を
控
除
し
た
残
額

７
～
９

略
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（
抄
）

三

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
九
号
）

（
被
災
居
住
用
財
産
の
敷
地
に
係
る
譲
渡
期
限
の
延
長
の
特
例
）

そ
の
有
し
て
い
た
家
屋
で
そ
の
居
住
の
用
に
供
し
て
い
た
も
の
が
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
滅
失
（
通
常
の
修
繕
に
よ
っ
て
は
原
状
回
復
が
困

第
十
一
条
の
六

難
な
損
壊
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
個
人
が
、
当
該
滅
失
を

し
た
当
該
家
屋
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
土
地
又
は
当
該
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
の
譲
渡
を
し
た
場
合
に
は
、
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
一
条
の
三

第
二
項
第
四
号
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
四
号
、
第
四
十
一
条
の
五
第
七
項
第
一
号
ニ
及
び
第
四
十
一
条
の
五
の
二
第
七
項
第

一
号
ニ
中
「
滅
失
」
と
あ
る
の
は
「
滅
失
（
通
常
の
修
繕
に
よ
つ
て
は
原
状
回
復
が
困
難
な
損
壊
を
含
む
。
）
を
」
と
、
「
三
年
」
と
あ
る
の
は
「
七
年
」

と
読
み
替
え
て
、
同
法
第
三
十
一
条
の
三
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
の
二
、
第
三
十
六
条
の
五
、
第
四
十
一
条
の
五
又
は
第
四
十
一
条
の
五
の
二
の
規

定
を
適
用
す
る
。

２
・
３

略
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四

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
百
十
二
号
）

（
抄
）

（
買
換
資
産
の
取
得
期
間
等
の
延
長
の
特
例
）

法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
一
条
の
二
第
三
項
の
譲
渡
に
係
る
土
地
等
の
買

第
十
四
条
の
二

取
り
を
す
る
同
条
第
二
項
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
の
造
成
又
は
同
項
第
十
五
号
若
し
く
は
第
十
六
号
の
建
設
に
関
す
る
事
業
に
係
る
同
条
第
三
項
に

規
定
す
る
期
間
の
末
日
が
平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
で
あ
る
場
合
（
同
項
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
期
間

そ
の
延
長
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
事
業
を
行
う
個
人
又
は
法
人
が
、
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
事
業
に
つ
き

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
に
よ
り
同
月
三
十
一
日
ま
で
に
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
条
の
二
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
開
発
許
可
等
を
受
け
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
し
て
当
該
事
業
に
係
る
事
務
所
、
事
業
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
所
在
地
の
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け

た
場
合
と
す
る
。

２
～
４

略
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五

法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
（
抄
）

(

定
義)

略

第
二
条

一
～
十
二
の
二

略

十
二
の
三

分
割
承
継
法
人

分
割
に
よ
り
分
割
法
人
か
ら
資
産
及
び
負
債
の
移
転
を
受
け
た
法
人
を
い
う
。

十
二
の
四
～
四
十
四

略


